
2月18日（水）一関市総合体育館(ユードーム)を会場

に「第９回企業情報交換会in一関」を開催し、岩手、宮

城県内の企業55社、9団体にそれぞれ製品・技術などを

展示、紹介していただきました。 

今回は、工業関連企業の他に機能性食品の展示、一関

高専のシーズ紹介、一関市から ILC 関連の展示などがあ

りました。展示、講演会、交流会に延べ約 530 名の皆様

のご参加があり、技術連携、技術・情報交流を図ってい

ただきました。 

 展示開始を従来より早め、午前 10 時 30 分に当センタ

ーの小田嶋所長のあいさつでスタートしました。午後の

PR タイムでは７社、1団体の方に製品等の紹介をいただ

きました。 講演はサンルートホテル一関に会場を移し、東北大学大

学院経済学研究科教授の大滝精一様から「地域企業飛躍の

次の一手を探る」―『被災地の元気企業 40』を中心に―と

題して、被災地のイノベーション企業についてご自身の研

究も盛り込みご紹介いただくと共に、地元企業への力強い

エールを込めて講演していただきました。参加者からは、

「事例の説明が具体的であり、参考に成った」「社外コーデ

ィネーターの新たな考え方を受け入れ、社員がベクトルを

合わせることが成功のポイント」といった感想が多数寄せ

られ、たいへん好評でした。 

 講演会終了後は、大滝先生にも交流会に参加していただ

き、多くの方々が交流を深められました。 

 来場者様へのアンケート結果は、ほとんどの方々が情報

交換、技術交流を目的に来場され、「多くの企業に PR 出来、

自分自身も知ることができた」、「PR タイムで多くの方に話

を聞いてもらうことができた」、「会場が広くなり、出展側

も見る側も余裕ができた」などといった回答をいただきま

した。また、出展企業様からも全体的な感想として、だい

たい満足、大変満足という回答をいただきました。 

次回開催に向けて、ご意見、ご感想を参考により充実で

きるよう改善してまいりたいと思いますので、次回もどう

ぞよろしくお願いいたします。 
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第３水曜日は 

 イイブブニニンンググのの日日  

『第 163 回産学官イブニング研究交流会』へのご案内     

日時：4 月 15 日（水）18 時 00 分～ 

会場、内容等が決まりましたなら、ホームページ等でお知ら

せいたします 

皆様、お誘い合わせのうえ、おいでください。 

TTTooopppiiicccｓｓｓ 第９回 企業情報交換会 in いちのせき ～技術・情報・連携・交流～     

３月１８日（水）に、公益財団法人岩手県南技術研究センター第９回理事会が開催されました。 

平成２７年度の事業計画、予算等について審議され原案のとおり承認されました。 



 

 

 平成 27 年度の人材育成事業の年間計画を決定いたしました。 

計画のため、内容日程等を変更する場合があります。当センターHP で随時最新情報を更新してまいりますので、最新情報

は HP にてご確認をお願いします。 

 HP http://www.sirc.or.jp     E-mail(人材育成関係) seminar@sirc.or.jp 
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手
県
南
技
術
研
究
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ン
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材
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業
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間
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予
定
の
た
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変
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す
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あ
り
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セ
ン
タ
ー
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H
P
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ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ス
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